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はじめに 
本報告書では千葉大学大学院人文社会科学研究科後期課程研究プロジェクト「アイデン
ティティと社会参加」(2018年度)の1年の成果をまとめた．これまで刊行されてきた「接
触場面の言語管理研究」のシリーズとしては16冊目にあたる． 
プロジェクトのテーマに含まれているアイデンティティとは，それと並列されている
社会参加から分かるように，主に外国にルーツを持つ人々が接触場面の言語管理を通じて
どのような社会的な位置づけをいかに達成しようとしているかを表している．こうしたア
イデンティティと社会参加を考察するにはさまざまなアプローチがありうるが，本プロジ
ェクトにおいては言語管理理論を背景としつつも，分析枠組としては構築主義的なアイデ
ンティティ論，ポジショニング理論，研究方法としてはエスノグラフィー，言語バイオグ
ラフィーなどが援用されている．
本報告書では論文5本を掲載した．孫論文では，外国につながる10代の生徒が高校進学
を目指して集う日本語教室を対象にしている．そこで日本語を学んでいる言語背景の異な
る生徒やボランティア教師が日本語以外の言語を用いることによって自らの位置的アイデ
ンティティ（kayi-Aydar 2014）をどのように構築しているかをポジショニング理論を援
用することにより明らかにしている．それにより，日本語教室が．日本社会への参加のゲ
ートキーピングの役割と同時に，多言語使用者としてのアイデンティティを獲得する役割
を担っていることが示唆されている． 
ミラー論文では，韓国出身のパクの事例を対象にしながら，相互行為を通じて構築され
る動的なアイデンティティがなぜそのように構築されるのかを問うている．とくに「外国
人」などのいくつかの外国につながる人々の成員カテゴリーに焦点を当てて，ミラー氏は
相互行為において構築されるアイデンティティ（「遂行的アイデンティティ」）がじつは
本人がそれまでの相互行為の蓄積のなかで形成していったアイデンティティ表出の比較的
に安定した原則と規範から説明できることを，自然会話とインタビューの両面から立証を
試みている． 
アキバリ論文では，氏のテーマであるペルシア語話者の接触場面における儀礼的コミュ
ニケーションについて，フィールドワークに基づく録音データをもとに，単に発話行為だ
けでなくスピーチ・イベントの前後にまで分析の範囲を拡げて考察している．分析の結果，
ペルシア語話者が母語場面で多用する待遇コミュニケーションのシステムであるTaarofの
転移や中間言語によって逸脱が生じており，自らの社会的役割を表現出来ない場合のある
ことが明らかになった． 
鄒論文は，中国にルーツを持つ児童Tの日本語の読み書き能力に焦点を当て，エスノグ
ラフィー的な方法により収集した複数のデータから児童Tの問題点と支援の課題を浮き彫
りにした．具体的には小学校の参与観察，両親へのインタビュー等に加えて，補習授業の
録音データを分析し，児童Tの学習ストラテジーの不足や動機付けの希薄さ等が明らかに
なっており，家庭での学習環境の支援する仕組みが必要なことが指摘されている． 
今論文では，接触場面に向かう言語管理研究の方法論として，ライフヒストリー，ライ
フストーリー，言語バイオグラフィーを吟味するとともに，具体的な分析方法を博士論文
の事例を使って跡づけている．同様の研究方法を採用しようとする研究者にとって貴重な
知見が示されている． 
なお執筆者のうち，鄒暁衣氏は2016年3月，アキバリ・フーリエ氏は2018年3月，今千
春氏は2018年9月，ミラー成三氏は2019年3月にそれぞれ博士号（学術）を取得している． 
 本プロジェクトはこれまでと同様に言語管理研究会と連携し，研究者交流を実施してい
る．報告書の最後には2018年4月から2019年3月までの「言語管理研究会」の活動報告を載
せた． 
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